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2 対象橋梁の現状と維持管理の課題             
 

2-1 周南市の特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 橋梁の概要 

① 橋種別の橋梁数  

橋種（上部構造の使用材料による区分）別の橋梁数は、図2-1に示すとおりRC橋（鉄

筋コンクリート橋）が471橋で全体の58％（内、構造が簡易な床版橋が43%）、PC橋（プ

レストレストコンクリート橋）が183橋で全体の23％、鋼橋が64橋で全体の8％、溝橋が

63橋で全体の8％となっています。また、その他の橋梁として異構造で拡幅した構造が

複雑な橋等も2%含まれます。 

 

図2-1 橋種別橋梁数の割合 

（1）橋梁の概要 

周南市が管理する橋梁には、以下の特徴があります。 

①    RC 橋（鉄筋コンクリート橋）が全体の約 58％ 

②   橋⾧ 5ｍ未満の小規模橋梁が全体の約 40％ 

③   建設後 50 年を経過した橋梁が全体の約 49％ 

④   多様な架橋条件 

 

（2）橋梁の健全度 

周南市が管理する橋梁では、外力による損傷よりも経年劣化による損傷が相

対的に多く、特に桁端部や地覆外側からの漏水・伝い水を中心とする損傷が多

いことから、水に配慮した措置・維持管理が重要となります。 
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②   橋⾧別の橋梁 

橋⾧別の橋梁数は、図2-2に示すとおり橋⾧15ｍ以上の橋梁が170橋で全体の約

21％、橋⾧15ｍ未満の橋梁が635橋で全体の約79％の割合です。さらに、橋⾧が5

ｍ未満の橋梁は、324橋と全体の約40%を占めています。 

  

 

図2-2 橋⾧別橋梁数の割合 

③   建設年次別の橋梁数 

周南市の橋梁は、図2-3に示すとおり戦後に多く建設されました。また高度経済成⾧期

においては、全体の約48％の橋梁が建設されており、現時点で建設後50年を経過した高

齢橋は、全体の約49％を占めています。この割合は、図2-4に示すとおり10年後には全

体の約69％、20年後には全体の約87％（内、建設後70年以上が49%）にまで達し、急速

に高齢化する橋梁の割合が増大することになります。 

  

 

図2-3 建設年別の橋梁数 
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図2-4 今後の管理橋梁数全体に占める高齢化橋梁の割合 

 

④   多様な架橋条件 

周南市は山口県の東南部に位置し、北に中国山地、南に瀬戸内海を望みます。またそ

の海岸線に沿って大規模な工業地帯が立地し、それに接して東西に比較的幅の狭い市街

地が続いています。このような多様な架橋条件のもとに大小様々な橋梁を管理しており、

それぞれの条件に応じた維持管理が必要となります。（写真2-1） 

 

  

舟本橋（ 1953年完成 46m ）  黒川橋（ 1981年完成 109m ）  

  

政所跨道橋（ 1988年完成 63m ）  古市大橋（ 2001年完成 196m ）  

写真2-1 周南市の代表的な橋梁 
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特に、広大な面積を誇 る周南市には、北に中国自動車道、南に山陽自動車道や国道2

号等の緊急輸送道路網を構成する道路やJR西日本・JR貨物が運行する山陽本線、岩徳線、

新幹線等の鉄道が多い ことから、それら を跨 ぐ跨道橋・跨線橋 を多 く管理しています。

（図2-5） 

 

図2-5 位置図（市内の第1次緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋と鉄道を跨ぐ跨線橋）  

 

 (2) 橋梁の健全度 

橋梁定期点検は、平成26年7月に道路法施行規則の一部を改正する省令（平成26年国

土交通省令第39号）が施行され、点検を適正に行うために

必 要 な 知 識 お よ び 技 能 を 有 す る 者 が 5年 に 1回 の 頻 度 で 近

接目視による点検を行うことを基本とし、健全度の診断を

行うと共に点検、診断の結果を記録・保存することが義務

付けられました。 

平成26年 度か らの5年間で１巡点検した結 果、健全 な橋

梁（区分Ⅰ）が1割、予防保全段階の橋梁（区分Ⅱ）が7割、

早期 措置 段階 の橋梁（ 区分Ⅲ ）が2割 となり 、緊 急措 置が

必要な橋梁（区分Ⅳ）はありませんでした。（図2-6）   図2-6 近接目視点検結果  

石 船 橋  

広 谷 橋  
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岩 尾 地 橋  
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上 広 末 橋  
城 山 橋  

辰 尾 橋  追 迫 跨 道 橋  
宮 ヶ 迫 跨 道 橋  

政 所 跨 道 橋  

古 市 橋  
呼 坂 陸 橋  古 川 跨 線 橋  

古 市 大 橋  

元 町 歩 道 橋  

江 口 跨 線 橋  
御 影 大 橋  

桑 原 跨 線 橋  
横 浜 町 3 号 橋  

大 河 内 跨 線 橋  太 華 大 橋  

西 松 原 歩 道 橋  福 川 駅 歩 道 橋  
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【橋種類別の健全度】（図2-7） 

 

図2-7 橋種別の健全度 

①  RC橋の健全度（RC床版橋とRC桁橋）（写真2-2） 

構造の単純なRC床版橋は相対的に健全度が高い一方、RC桁橋の健全度が低い傾向

にあります。これは、建設年の古い橋梁が多いことや建設から維持管理に至るまでの

品質管理が不足していたものと考えられます。 

  

写真2-2 RC床版橋とRC桁橋の剥離・鉄筋露出 ※補修済  

②  構造が健全度に及ぼす影響（写真2-3,写真2-4） 

鋼橋は、コンクリート橋（RC橋、PC橋）と比較して健全度が低い傾向にあります。

これは、コンクリート橋より複雑な構造であることや塗装による防食機能が失われた

後の劣化速度が速いことから、相対的に健全性が低くなっていると考えられます。 

  
写真2-3 鋼桁の防食機能の劣化と桁端部の孔食 ※補修済  
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構造が単純な溝橋の健全度は比較的高く、供用中に橋の幅員を拡げるため等で異な

った橋種を継ぎ足しているような拡幅橋は、構造が複雑となるため健全度は低い傾向

にあります。 

 

写真2-4 拡幅橋(奥：RC桁橋 手前：RC床版橋) ※補修済  

 

③  環境が健全度に及ぼす影響（図2-8） 

海上 や 海岸 線 から 近 い 環境 で ある 塩 害 地 域 に 架か る 橋梁 は 健 全 度 が 低い 傾 向 に あ

ります。 

 

④  健全度に及ぼす外的要因（図2-9） 

橋梁毎の部位別の健全度は、上部工では床版より主桁の健全度が低い傾向にありま

す。これは、生活道路である市道の性質上、重交通が比較的少ないことから、活荷重

のような外力による損傷はほとんどなく、経年変化や桁端部・地覆からの漏水による

影響が大きいことが考えられます。 

   
  図2-8 環境の違いによる健全度      図2-9 主桁と床版の健全度  

 

 

 

割
合(

%
)
 

割
合(

%
)
 



 

12 

 

漏水は、上部工だけでなく、下部工や支承周りが劣化する原因の１つともなるた

め、橋面防水工や伸縮装置の取替、排水装置や水切り設置等の対策は、⾧寿命化の

観点から重要となります。（写真2-5,写真2-6） 

 

  
写真2-5 伸縮装置の損傷           写真2-6 排水対策工 
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2-2 橋梁点検 

 

 

 

 

 

平成26年7月に道路法施行規則の一部を改正する省令（平成26年国土交通省令第39号）

が施行され、点検を適正に行うために必要な知識および技能を有する者が5年に1回の頻

度で近接目視による点検を行うことを基本とし、健全度の診断を行うことおよび点検、

診断の結果を記録・保存することが義務付けられました。 

 

橋梁点検（定期点検）は委託点検と職員点検を併用（表 2-1）します。跨線橋や跨道

橋については、各々の交差施設の管理者と協議の上、点検計画を策定します。 

表 2-1 点検方法  

点検方法 対象橋梁 

委託点検 職員点検以外の橋梁 

職員点検 橋梁点検車・高所作業車・小型船舶等特殊な機材を用いない橋梁 

床版橋や溝橋等の構造が単純な小規模橋梁 

 

 点検の結果、早期措置や経過観察が必要と判断された橋梁については、必要に応じて

補間点検を実施し、災害や事故等の発生時には、緊急点検も実施します。 

 

・補間点検 

早期措置が必要と判断された橋梁のうち、補修・補強・更新等を実施するまでの経過

観察として、ポイントを絞った点検（損傷進展の確認を行う簡易点検）や橋梁全体の安

全性に異状がないか遠望目視点検を実施します。 

 

・緊急点検 

災害時には周南市の地域防災計画（最新版）に準じて緊急点検を実施します。 

事故 等 によ り 突発 的 に 損傷 し た場 合 や 類 似 構 造に 問 題を 及 ぼ す 損 傷 が発 現 し た 場

合は、同様に緊急点検を実施します。 

 

 

 

 

橋梁点検（定期点検）は以下の方法で行い、橋梁の健全度を 4 段階で評価しま

す。 

①  委託点検 

②  職員点検 


